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　会員の皆様、OB・OG の皆様、並びに関係各所の皆様におかれましては、2019 年度広島 YEG 活動に多大なるご理解と
ご協力いただきましたこと心より感謝申し上げます。
　今年度は「“YEG　SATISFACTION” ～楽しく、素直に、前向きに。今から始める３アクション～」をスローガンに
活動させていただきました。
　振り返ると 2019 年度は挑戦と創造の一年間でした。
　会員の皆様には、各グループごとのテーマを基に、委員会活動の魅力とあり方を考え、地域との接点を問い、団体地域
を超えた繋がりを模索し、未来を知り展望し、世界との繋がりを可能性として感じ、YEG の活用方法を再確認していた
だきました。
　難しいテーマもあったと思いますが、会員の皆で共に考え、悩み、創造した全ての本年度事業とそこへ至るプロセスは、
企業家としての独創性と会員一人一人の個性に満ち溢れ、会と会員の皆様にとってインパクトある軌跡となり得たと確信
しています。
　新型コロナウイルスの感染拡大の懸念から、2020 年３月事業の休止という厳しい決断をせざるを得ませんでしたが、こ
のような困難な時だからこそ、私たちは若き企業家として、中国地方が誇る若き経済団体として、真価が問われているの
だと感じます。
　これからも私たちは地域の経済活動を止めてはなりません。2019 年度の仲間とともに過ごした時間を糧として、怯ま
ず志高くアクションしていってください。
　広島 YEG の活動が、会員の皆様と私たちの地域にとって、素晴らしい未来を創造する原動力となりますことを心から
祈っております。一年間有難うございました。

【2019年度】　役員及び特別委員長紹介� Officer  Introduction

●　●　●　Look back on 2019　●　●　●
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Regular meeting
例 会

通
常
会
員
総
会

日

時　

平
成
31
年
４
月
18
日
（
木
）

場

所
　
パ
ル
テ
・
ザ
・
ス
タ
イ
ル
・

オ
ブ
・
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

担

当　

総
務
委
員
会

　
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ　

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

～
楽
し
く
、
素
直
に
、
前
向
き
に
。
今
か
ら
始

め
る
３
ア
ク
シ
ョ
ン
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
梶
間
会
長
率
い
る
２
０
１
９
年
度
広
島
Ｙ

Ｅ
Ｇ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
平
成

30
年
度
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
２
０
１
９
年

度
の
事
業
計
画
並
び
収
支
予
算
を
会
員
の
皆
様

に
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
も
ご
参
加
頂
き
現
役
会
員
と
の

親
睦
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
月
チ
ャ
レ
ン
ジ
例
会

日

時　

令
和
元
年
５
月
23
日
（
木
）

場

所
　
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

や
っ
て
み
よ
う
委
員
会

　

株
式
会
社
ワ
ン
モ
ア
Ｃ
Ｅ
Ｏ
沼
田
氏
（
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
を
お
招
き
し
、
企

業
家
精
神
に
つ
な
が
る
新
た
な
手
法
（
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

各
自
の
社
業
に
生
か
せ
る
ヒ
ン
ト
や
ア
イ
デ

ア
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
思
考
実
践
力

の
向
上
が
あ
っ
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。

７
月
ト
ラ
イ
ア
ル
例
会

日

時　

令
和
元
年
７
月
23
日
（
火
）

場

所
　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

ネ
ク
ス
ト
会
員
拡
大
委
員
会

　

こ
の
度
の
講
師
例
会
は
通
常
の
も
の
と
少
し

趣
向
を
変
え
て
、
青
年
部
に
入
会
し
よ
う
か
と

考
え
て
い
る
方
（
体
験
者
）
に
日
頃
の
青
年
部

の
活
動
を
体
感
し
て
頂
き
、
現
役
会
員
と
の
交

流
を
通
じ
て
入
会
が
現
実
と
な
る
様
に
考
え
た

例
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
講
師
例
会
の

内
容
は
２
０
１
８
年
に
起
こ
っ
た
豪
雨
災
害
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
広
島
県
の
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
改
め
て
災
害
の

怖
さ
を
知
っ
た
上
で
私
た
ち
青
年
経
済
人
と
し

て
自
社
を
守
る
た
め
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
方
法
や
緊
急
事
態
へ
の
対
策
を
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
現
役
会
員
と
体
験
者
の
方
々
が
楽
し
く
会

話
が
弾
ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
と
て
も
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
て
頂
け
ま
し
た
。

９
月
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
例
会

日

時　

令
和
元
年
９
月
26
日
（
木
）

場

所
　
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会

　

当
日
は
会
員
の
皆
様
、
若
し
く
は
社
員
様
が

普
段
の
業
務
で
着
ら
れ
て
い
る
服
装
で
ご
参
加

い
た
だ
き
、
会
場
に
は
事
前
に
ご
提
出
い
た
だ

い
た
各
会
員
様
の
「
働
く
姿
の
写
真
パ
ネ
ル
」

を
業
種
別
に
展
示
す
る
等
、
普
段
の
例
会
と
は

異
な
り
、
皆
様
が
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
か
を
１
人
で
も
多
く
認
識
す
る
為
の
例
会
と

し
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、
業
種
別
に
色
分
け

し
た
風
船
を
装
着
し
、
各
テ
ー
ブ
ル
約
10
名
ず

つ
に
分
か
れ
、
自
己
紹
介
・
他
己
紹
介
ゲ
ー
ム

を
席
替
え
も
交
え
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

「
働
く
姿
の
写
真
パ
ネ
ル
」
の
観
覧
時
間
を
設

け
、業
務
内
容
を
認
識
で
き
た
パ
ネ
ル
に
「
知
」

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
た
だ
く
等
、
相
互
に
認
識

を
深
め
、
さ
ら
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
活
用
術
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
、
前
面
（
胸
）
に
自
社
の
で

き
る
こ
と
、
後
面
（
背
中
）
に
自
社
の
お
困
り

ご
と
を
印
字
し
た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
装
着
し
、
お
互

い
に
見
合
い
、
歓
談
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
皆
様
の
お
困

り
ご
と
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
解
決
で
き
そ

う
な
方
を
会
場
内
か
ら
探
し
た
り
、
第
一
部
で

写
真
パ
ネ
ル
に
貼
っ
て
い
た
だ
い
た「
知
」シ
ー

ル
の
獲
得
が
少
な
か
っ
た
方
に
ご
登
壇
い
た
だ

き
、
業
務
内
容
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。
皆
様
の

お
仕
事
内
容
を
相
互
に
楽
し
く
認
識
で
き
、
今

後
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
が
る
例
会

と
な
り
ま
し
た
。

臨
時
会
員
総
会

日

時　

令
和
元
年
11
月
21
日
（
木
）

場

所
　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

担

当　

総
務
委
員
会

　

臨
時
会
員
総
会
で
は
次
年
度（
令
和
２
年
度
）

の
会
長
及
び
役
員
が
会
員
の
皆
様
に
承
認
さ

れ
、
光
村
次
年
度
会
長
予
定
者
よ
り
次
年
度
に

向
け
た
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
る
挨
拶
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
次
年
度
会
長
予
定
者
、

次
年
度
役
員
予
定
者
の
紹
介
兼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
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減
少
と
い
う
問
題
を
考
え
、
こ
れ
か
ら
生
じ
る

課
題
へ
の
取
り
組
み
方
を
学
ん
で
頂
き
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
く
ヒ
ン
ト
を
得
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
を
目
的
に
事
業
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
、
会
員
一
人
一
人
が
今
後
直
面
す
る

課
題
へ
の
意
識
づ
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
と
ど
う
付
き
合
っ

て
い
く
か
、
少
な
く
な
る
人
口
で
生
産
性
を
ど

う
あ
げ
て
い
く
か
は
今
後
、
話
し
合
う
機
会
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。新

年
互
礼
会

日

時　

令
和
２
年
１
月
22
日
（
水
）

場

所
　
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ご
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
、
現
役
会
員
の
皆
様
と
、
相
互
に
飛
躍
の

年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
さ
ら
な
る
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
致
し
ま
し

た
。
初
め
て
池
田
会
頭
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た

事
業
で
、
当
日
は
、
会
長
に
よ
る
書
初
め
か
ら

は
じ
ま
り
、
酒
樽
の
担
ぎ
込
み
や
鏡
開
き
、
Ｂ

Ｇ
Ｍ
等
、
新
春
ら
し
さ
を
存
分
に
演
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
各
テ
ー

忘
年
会

日

時　

令
和
元
年
12
月
19
日
（
木
）

場

所
　
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

担

当　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
帯
委
員
会

　

令
和
元
年
を
締
め
く
く
る
事
業
と
し
て
、
忘

年
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
株
式
会
社
夏
井
＆
カ

ン
パ
ニ
ー
の
俳
人
、家
藤
正
人
氏
を
お
迎
え
し
、

わ
か
り
や
す
く
俳
句
を
作
成
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
た
後
、「
令
和
元
年
を
振
り
返
ろ
う
」

と
い
う
お
題
で
全
員
が
俳
句
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
俳
句
を
投
票
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

決
め
る
と
い
う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
し
ま
し

た
。
会
員
の
個
性
豊
か
な
、
各
々
の
想
い
の
こ

も
っ
た
俳
句
を
共
有
し
、
笑
い
あ
り
、
情
緒
あ

る
忘
年
会
を
す
る
こ
と
で
会
員
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
例
会

日

時　

令
和
２
年
１
月
22
日
（
水
）

場

所
　
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会

　

ビ
ジ
ョ
ン
例
会
で
は
、
人
口
減
少
を
テ
ー
マ

に
河
合
雅
司
様
を
お
招
き
致
し
ま
し
た
。
人
口

Business report

事業
報告

国
際
交
流
支
援
事
業

日

時　

令
和
元
年
６
月
19
日
（
水
）

場

所
　
広
島
商
工
会
議
所
１
０
１
号
室

担

当　

海
外
研
修
委
員
会

　

在
広
外
国
人
の
経
営
者
・
経
営
層
３
名
の

方
々
を
お
招
き
し
、
国
際
都
市
化
が
進
む
広
島

で
企
業
活
動
を
行
う
我
々
が
国
際
人
と
し
て
の

ブ
ル
に
ご
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
も
数
名

ず
つ
混
ざ
っ
て
い
た
だ
き
、「
生
け
花
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
内
で
作
品
を
一

つ
、
協
力
し
て
作
製
す
る
こ
と
で
、
皆
様
が
楽

し
く
交
流
で
き
、
相
互
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

２
月
委
員
会
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
例
会

日

時　

令
和
２
年
２
月
27
日
（
木
）

場

所
　
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
委
員
会

　

各
委
員
会
を
代
表
す
る
登
壇
者
に
、
委
員
会

の
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
（
年
間
で
最
も
印
象
に
残
っ

た
取
り
組
み
）
を
発
表
い
た
だ
き
、
会
員
同
士

で
委
員
会
活
動
の
取
り
組
み
を
共
有
し
ま
し

た
。
参
加
者
全
員
で
、
年
間
を
通
じ
た
委
員
会

活
動
を
振
り
返
り
、
得
た
も
の
を
、
今
後
の
委

員
会
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
で
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動

を
更
に
活
性
化
さ
せ
る
機
会
を
作
り
あ
げ
ま
し

た
。
当
日
の
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
す
べ
ら
な
い
大
座

談
会
で
は
登
壇
者
に
形
式
に
捉
わ
れ
な
い
よ
う

語
っ
て
い
た
だ
き
、
会
場
に
い
る
他
の
委
員
会

メ
ン
バ
ー
に
質
問
に
応
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に

巻
き
込
み
、
参
加
者
全
員
で
共
感
と
一
体
感
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

資
質
を
向
上
す
る
為
に
何
が
必
要
か
の
学
び
を

目
的
に
開
催
致
し
ま
し
た
。
結
び
に
も
あ
っ
た

よ
う
に
外
国
の
方
だ
と
意
識
せ
ず
に
も
っ
と
自

然
に
触
れ
合
う
事
・
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち

を
持
て
る
人
が
国
際
人
な
の
だ
と
感
じ
て
頂
け

た
と
思
い
ま
す
。

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
同
窓
会

日

時　

令
和
元
年
７
月
８
日
（
月
）

場

所
　
パ
ル
テ
・
ザ
・
ス
タ
イ
ル
・

オ
ブ
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

担

当　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
探
求
委
員
会

　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
含
め
た
会
員
の
幅
広
い
交
流

や
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
お
い
て
の
学
び
を
目
的
と
し

て
、
今
年
度
の
会
員
交
流
事
業
は
例
年
と
は
趣

向
を
変
え
て
「
大
同
窓
会
」
と
い
う
名
目
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
は
会
長
経
験
者
６
名

を
お
招
き
し
て
梶
間
会
長
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
会
員
の
皆
様
に
は
広
島

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
や
楽
し
み
方
を
学
ん
で
頂
き
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
は
懐
か
し
い
話
を
楽
し

ん
で
頂
き
ま
し
た
。第
２
部
の
大
同
窓
会
で
は
、

現
役
会
員
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で
テ
ー
ブ
ル
を
共
に
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日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
災
害
協
定
青
年
部
交
流
会

日

時　

令
和
元
年
８
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
31
日
（
土
）

場

所
　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山

担

当　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
帯
委
員
会

　

今
年
度
は
富
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
主
催
し
て
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
「
災
害

対
応
時
の
価
値
観
共
有
」
を
テ
ー
マ
に
各
テ
ー

ブ
ル
で
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
次
の
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で

は
四
季
防
災
館
で
地
震
、
水
害
な
ど
の
災
害
を

肌
で
体
験
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

会
員
だ
け
で
な
く
、
仙
台
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
深
谷
Ｙ
Ｅ

Ｇ
・
富
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
と
親
睦
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
37
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
江
津
大
会

日

時　

令
和
元
年
10
月
５
日
（
土
）

場

所
　
江
津
市
民
体
育
館

担

当　

中
域
渉
外
委
員
会

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
37
回
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
江
津
大
会
が
、
江
津
市
民
体
育
館

に
て
行
わ
れ
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
Ｏ
Ｂ
含
む

71
名
で
参
加
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
爽
や
か
な

秋
晴
れ
の
下
、
絶
好
の
大
会
日
和
と
な
り
、
分

科
会
で
は
「
い
く
し
か
な
い
！
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
オ

リ
ジ
ナ
ル
ツ
ア
ー
」
と
題
し
、
温
泉
リ
ゾ
ー
ト

風
の
国
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
温
泉
ツ
ア
ー
を

設
営
し
、
参
加
者
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

在
広
外
国
人
経
営
者
交
流
事
業

日

時　

令
和
元
年
10
月
15
日
（
火
）

場

所
　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

国
際
都
市
化
委
員
会

　

広
島
在
住
の
外
国
人
と
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
国
籍
を
超
え
た
本

当
の
意
味
で
の
交
流
を
目
指
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
」

「
風
習
」「
食
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
動
画
や
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
本
、
参
加

国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や
考
え
方
が
理
解
で

き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら

は
「
外
国
の
方
と
交
流
で
き
て
よ
か
っ
た
」
な

ど
高
い
満
足
を
得
て
い
た
だ
き
、
外
国
人
参
加

者
か
ら
も
「
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
」

な
ど
こ
ち
ら
も
高
評
価
で
し
た
。

会
員
家
族
交
流
事
業
・

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

日

時　

令
和
元
年
10
月
20
日
（
日
）

場

所
　
お
り
づ
る
タ
ワ
ー

担

当　

会
員
交
流
委
員
会

　
「
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」

と
題
し
、仮
装
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、「
ト
リ
ッ
ク　

オ
ア　

ト
リ
ー
ト
」

の
声
で
大
人
と
子
供
た
ち
が
交
流
し
た
り
、
ミ

イ
ラ
巻
き
競
争
で
は
親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
挑

戦
し
た
り
、
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
で
は
家
族
や
仲
間

同
士
で
和
気
藹
々
と
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
「
ひ
ろ
し
ま
の
丘
」
で
の
キ
ー
ワ
ー

ド
探
し
ゲ
ー
ム
で
は
、
没
頭
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド

パ
ネ
ル
を
探
し
回
り
、
各
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

楽
し
む
家
族
や
子
供
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

中
で
も
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
コ
ー
ナ
ー
は

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
、
良
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。
一
人
で
参
加
さ
れ
た
方
も

仲
間
同
士
で
仮
装
を
撮
影
し
合
う
様
子
な
ど
が

見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
む
パ
ー
テ
ィ
ー
と

な
り
ま
し
た
。
本
事
業
を
通
し
て
、
ご
家
族
や

会
員
同
士
の
絆
が
深
ま
り
、
ご
家
族
の
方
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
へ
の
理
解
が
よ
り
得
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
会
員
歓
迎
会

日

時　

令
和
元
年
11
月
６
日
（
水
）

場

所
　
瀬
戸
内
海
汽
船　

ク
ル
ー
ズ
船
「
銀
河
」

担

当　

ネ
ク
ス
ト
会
員
拡
大
委
員
会

　

こ
の
度
の
新
入
会
員
歓
迎
会
は
趣
向
を
変
え

て
、
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
歓
迎
会
を
開
催
致
し
ま

し
て
頂
き
、
普
段
で
は
な
か
な
か
叶
わ
な
い
交

流
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
歓
談
中
に
過
去

の
事
業
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
流
し
た

り
、
ク
イ
ズ
大
会
も
行
わ
れ
た
た
め
、
現
役
会

員
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
も
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
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Ｅ
Ｇ
会
員
・
一
般
の
方
を
対
象
に
、
我
々
広
島

に
住
む
者
が
日
常
意
識
し
て
い
な
い
広
島
の
魅

力
を
県
外
の
目
線
で
見
て
掘
り
下
げ
、
か
つ
そ

の
魅
力
を
印
象
的
に
伝
え
る
方
法
を
学
ぶ
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
参
加
者
全
員
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
直
接
質
問
を
投
稿
で

き
る
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
と
い
う
新
し
い
試
み

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
開
始
前

に
は
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
内
容
を
紹
介
す
る

ム
ー
ビ
ー
を
上
映
し
、
一
般
の
方
へ
広
島
Ｙ
Ｅ

Ｇ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０

日

時　

令
和
２
年
２
月
１
日
（
土
）　 

場

所
　
広
島
市
文
化
交
流
会
館

担

当　

中
域
渉
外
委
員
会

　
　
　
　
　
　

地
域
連
携
委
員
会

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
を
テ
ー
マ
に
半
歩

先
の
未
来
を
考
え
る
「
ひ
ろ
し
ま
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
中
国
経
済
産
業
局
地

域
経
済
部
参
事
官
の
大
倉
司
郎
様
に
ご
講
演
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
担
当
で
あ
る
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

 

副
会
長　

下
岸　

宏
靖

　

広
島
県
連
副
会
長
と
し
て
出

向
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
県
連
の
運
営
側
に
携

わ
っ
た
事
で
ま
た
違
っ
た
気
付
き
が
あ
り
ま
し

た
。
各
単
会
と
も
規
模
は
違
え
ど
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
が
あ
り
、
個
性
の
強
い
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が

存
在
し
、
特
色
あ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
県

連
活
動
の
醍
醐
味
は
、
各
単
会
の
個
性
を
重
ね

合
わ
せ
て
活
動
の
幅
を
広
く
取
れ
る
事
に
あ

る
、
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
ず
は
県
連
活
動
に
一

度
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。
そ
こ
に
は
同
じ
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
仲
間
が
い
ま
す
！
一
年
間
、
広
島
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
皆
様
に
は
県
連
活
動
に
多
大
な
る
協
力
を

頂
き
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
出
向
機
会
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

 

理
事　

児
玉　

康
宏

　

県
連
事
業
と
し
て
広
島
Ｙ
Ｅ

Ｇ
主
管
で
開
催
し
た
「
ひ
ろ
し

ま
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
０
」
や
交
流
事
業
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
に
は
多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

県
連
は
各
単
会
の
個
性
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
単
会
と
県
連
の
間
で
時
に
悩

ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
単
会
の
中
に
は
県

連
へ
の
距
離
、
ま
た
温
度
差
を
感
じ
て
い
る
部

分
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
県
連

活
動
の
中
で
他
単
会
の
習
慣
や
文
化
に
触
れ
、

刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
、
他
単
会
の
メ
ン

バ
ー
と
の
交
流
は
大
変
有
意
義
で
、
素
晴
ら
し

い
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
広
島
県
連
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
今

後
、
県
連
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
が
重
要
に

思
い
ま
す
。
是
非
皆
さ
ん
も
県
連
活
動
に
一
歩

踏
み
出
し
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
新
た
な

つ
な
が
り
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
一
年
間
、
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

出向者
報　告

Report

し
た
。
歓
迎
会
が
新
入
会
員
の
方
々
の
心
に
刻

ま
れ
、
時
が
経
っ
て
も
思
い
出
し
て
も
ら
え
る

様
な
お
も
て
な
し
を
し
、
役
員
始
め
現
役
会
員

の
皆
さ
ん
と
密
に
交
流
を
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

か
ら
の
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
が
積
極
的
な
も
の
に

な
る
よ
う
な
歓
迎
会
を
目
指
し
ま
し
た
。
人
数

に
応
じ
た
会
場
だ
っ
た
事
に
よ
り
参
加
者
全
員

そ
れ
ぞ
れ
に
親
交
が
図
れ
、
非
日
常
の
ク
ル
ー

ズ
船
で
の
開
催
で
皆
様
の
会
話
が
よ
り
一
層
弾

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
皆

様
の
心
に
刻
ま
れ
る
歓
迎
会
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
い
ま
す
。

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ　

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
ｓ

日

時　

令
和
元
年
11
月
29
日
（
金
）

場

所
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド
ホ
ー
ル

担

当　

広
報
委
員
会

　

デ
ー
モ
ン
閣
下
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、「
デ
ー
モ
ン
閣
下
の
伝
え
に
ゃ
い
け
ん
じ
ゃ

ろ
！
～
広
島
に
魅
せ
ら
れ
た
魔
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
の

愛
」
と
題
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｙ

渉
外
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
事
例

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
三
会
場

に
別
れ
、
各
会
場
で
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
つ
い
て

よ
り
理
解
を
深
め
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
画
像

認
識
技
術
を
活
用
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開

催
し
、
交
流
を
深
め
る
と
共
に
Ａ
Ｉ
技
術
を
体

感
し
盛
会
裏
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
39
回
全
国
大
会

「
ふ
じ
の
く
に
静
岡
ぬ
ま
づ
大
会
」

日

時　

令
和
２
年
２
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
22
日
（
土
）

場

所
　
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ

担

当　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
帯
委
員
会

　

静
岡
県
沼
津
市
で
開
催
さ
れ
た
第
39
回
全
国

大
会
「
ふ
じ
の
く
に
静
岡
ぬ
ま
づ
全
国
大
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
大
懇
親
会
や
記
念
式
典
な

ど
に
参
加
し
た
ほ
か
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
独
自
観
光

ツ
ア
ー
を
行
い
、
静
岡
の
食
文
化
、
歴
史
、
景

色
を
会
員
同
士
で
共
有
し
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

【
事
業
の
中
止
に
つ
い
て
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
３
月
の
事
業
は
中
止

い
た
し
ま
し
た
。

３
月
５
日　

 

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
中
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
草
案
発
表

３
月
13
日
～
15
日　

海
外
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Message卒業会員挨拶
私たちの青年部

新入会員一覧
新祐哉／天野里史／石井駿亮／石井義隆／今田勇人／植本裕輝／大方寿恵／岡田裕哉／岡本卓也／沖土居恵／沖本充／片山真悠子／金井直樹／木村正範／黒岡一義／小嶋宏輔／小畑宏平／
宍戸昭弘／鈴木伸彦／住田進／瀬尾洋／谷太輔／月森美香／土屋武美／鶴田敬介／戸田武志／戸谷隆幸／内藤朝博／中岡昌士／中野正士／中村直貴／野山大輔／濵谷亮司／林聖子／
藤川竜爾／船本大仁／松田康弘／三戸鉄也／宮原雄一／村本慎太郎／毛利武雄／桃井康隆／横田学／吉田稔／吉村匡史／李志翔／和田洋一郎

谷井　　智
弁護士
鯉城総合法律事務所

植田　敏揮
土地家屋調査士
あさぎり土地家屋調査士事務所

天満　　貢
代表取締役
㈱テンマコーポレーション

大久保昭宏
営業部次長
㈱河崎組

中西　顕郎
代表取締役社長
新中央工業㈱

大田　由孝
代表取締役
㈱大田葬祭

橋本　健大
取締役部長
㈱西日本エイテック

大津　雅明
常務取締役
大和重工㈱

細越　秀範
取締役部長
㈱第一ビルサービス

大山　晴彦
代表取締役
㈱大和屋酒舗

本田　尚彦
代表取締役
㈱エヌエフサービス

遠地　謙介
代表社会保険労務士・行政書士
アーチ広島社会保険労務士法人

増田　哲之
代表取締役
㈱清水芸能企画

釜田　貴成
企画営業部課長
㈱フジタ広島支店

松岡　進次
取締役
㈱エムビル

小林　伸行
専務
㈱玉屋

森脇　義之

㈱新生サッシ

繁山　晃洋
代表取締役
㈱アイヤマ

吉田　　稔
代表取締役
㈲竹田薬局

新枝　　司
代表取締役
㈲オフィスシン

吉田　義臣
代表取締役
ジンアーキ㈱

垰野　治次
代表取締役社長
たをの海運㈱

橘　　信一
エグゼクティブコンサルタント

橘信一（勤務先：メットライフ生命保険
㈱広島中央エイジェンシーオフィス）

　３年半と短いYEG人生
でしたが、素敵な大好きな
皆さまのおかげで本当に楽
しく、かけがえのない時間
を過ごすことができまし
た。これからもYEGで得
たものを、これからの人生
にしっかりと生かしていき
たいと思います。本当にあ
りがとうございました。稲田裕一郎

㈱ポップジャパン
マーケティング部部長

　私はYEGに入ったのが、
この２年なので本当にあっ
という間という感じです。
しかしその間、例会や委員
会を通じて、多くの人に出
会う機会をいただきまし
た。所属した委員会では、
委員長の熱い思いを感じな
がら、私も委員会を楽しく
過ごさせていただきまし
た。皆さんにサポートして

もらった事が多かったように思います。また
ラストイヤーの人達との出会いや静岡でのゴ
ルフなども、他の会にはない同じ歳の楽しさ
がありました。まだまだ一緒の時間が過ごせ
れば良かったと思います。YEGでお世話に
なった皆さん、またご縁をいただいた皆さん、
本当にありがとうございました。これからも
YEGを益々良い会にしてください。

川上　慶彰

㈱ ネ ク サ ス
代 表 取 締 役

　平成25年度　平成26年
１月に入会して以来、約６
年間の間、大変お世話にな
り有難うございました。
色々な委員会、色々な委員
会メンバー、歴代の会長様
はじめ、役員の皆様方にお
会い出来、自分なりに成長
できたかと思っています。
卒業セレモニーは中止とな
りましたが、yegに入会し

て知り合えた仲間とは末永くお付き合いをし
ていきたいと共に、これからも広島YEGの
更なる発展と会員皆様のご繁栄、ご健勝をお
祈りしています。最後に、サッカー全国大会
にて、悲願の優勝を勝ち取ってください。大
変お世話になり有難うございました。
　静岡大会準優勝メンバー（レギュラー）
� 武部訓成

武部　訓成

㈱シバタ�広島支店
中 国 支 部 長

　大変お世話になり、誠に
ありがとうございました。
YEGの行事に参加できた
回数は少ないですが、委員
会メンバーの結婚式に呼ん
でいただくなど、今でも当
時の委員会のメンバーと仲
良くさせてもらい、貴重な
ご縁をいただけたことに深
く感謝申し上げます。

橋口　貴志

一般社団法人人生安心サ
ポートセンターきらり
理 事 長

　2015年５月に入会させ
て頂き、約５年間お世話に
なりました。短いようで長
く、長いようで短いYEG
ライフでした。在籍できる
期間が短い中での入会でし
たので、可能な限り微力を
尽くし、可能な限り積極的
に活動に参加しようと思っ
ていましたが、なかなか参
加ができない時もありまし

た。しかしながら、YEGに入会して新たに
知り合うことのできたメンバーの方々にも恵
まれ、楽しく充実した時間を過ごさせて頂き
ました。ありがとうございました。

上松　史和

共盛自動車工業㈱
代 表 取 締 役

　平成11年より、約21年
間という長い間広島YEG
に在籍させて頂き本当にお
世話になり、心より感謝致
します。ありがとうござい
ます。私にとって、この場
所でお会いできた素敵な
方々との出会いは一生の宝
物であります。さて、組織
のメンバーにとってそれぞ
れの「居場所と出番」があ

るというのはとても大切な事であります。広
島ＹＥＧは、私に本当にたくさんの「居場所
と出番」を作ってくれました。これからも、
広島ＹＥＧがメンバーにとって「居場所と出
番」がある組織である事を願っております。
最後に、今、世界中が未知との敵との戦いで
大混乱しております。私たちはきっと試され
ているのかも知れません。どれくらいの強さ
で明日を信じていけるのかを・・・　素敵な
明日を切り拓く気概で共に頑張りましょう！
ありがとうございました（^^♪

木村　光寿

プ ラ ザ 広 島 ㈱
代 表 取 締 役

　在籍10年間を振り返っ
てみると、会員同士で知
恵を出しあった「新商品
開発」事業。企業や大学
と一緒に取組んだ「産学
官連携」事業。そして国
家公務員と議論を交わし
た「HIROSHIMA未来会議」
が、YEGに所属していた
からこそ出来、YEG活動
の醍醐味を味わえた事業と

して特に思い出に残っています。また、「20
周年記念事業」という一大イベントの企画、
実行に携わらせて頂く貴重な機会にも恵まれ
ましたが、支えて頂いた担当委員長以下メン
バーには今も頭が上がりません。本当に有難
うございました。そしてご迷惑をおかけした
方々に深くお詫び申し上げます。最後にた
くさんの思い出と機会を与えてくれた広島
YEGが今後も益々発展をされますよう心よ
り祈念致しております。

調子　敬雄

三 光 産 業 ㈱
取 締 役

　会員の皆様、OB・OG
の先輩方、事務局の皆様
今まで本当にありがとう
ございました。多くの出
会いがあり、そして仲間
に支えられここまで活動
することが出来ました。
卒業後もYEGで出会った
仲間達と切磋琢磨しなが
ら年を重ねていきたいと
思います。今回の様に時

には逆風が吹く時もありますが、創造
力と固い絆があれば乗り越えていけると�
信じています。皆様方の今後のご活躍をお祈
り申し上げます。ありがとうございました！

福島　　功

プルデンシャル生命保険㈱広島支社
コンサルティングライフプランナー

　広島YEGには９年間お
世話になりました。入会当
時は何も分からず、委員会
や例会にただ出席するだけ
でしたが、主体的に参加す
ることによって色々なこと
を学ぶことができました。
その中でも、生涯にわたっ
て付き合える仲間に出会え
たことが最大の財産です。
広島YEGで経験させてい

ただいたことを活かし、これからも頑張って
いきたいと思います。本当にありがとうござ
いました。

岡野　知伸

㈱ 宮 地 精 機
代 表 取 締 役

　４年間本当にお世話にな
りました。私は転勤族であ
り広島での勤務経験はない
状況でしたが、YEG活動
および皆様との公私にわた
る交流によって、広島ライ
フは本当に充実した楽しい
時間となりました。今回、
YEG卒業と同時に転勤に
より広島を離れることにな
りましたが、皆様とのご縁

を一生のものにさせていただきたく、引き続
き宜しくお願い申し上げます。本当に有難う
ございました！

所賀　貴之

東京海上日動火災保険㈱
部長兼広島中央支社長

　私のYEG活動はちょう
ど１年、他の皆さんと比べ
ると短い期間でしたが、そ
の分濃い時間を過ごすこと
ができました。所属した委
員会はビジネス活性化委員
会、小川委員長筆頭に30
名以上が在籍している委員
会です。まず驚いたのはそ
の出席率で、毎月の出席率
は80%を超えていたので

はないでしょうか。非常に出席しやすい雰囲
気作りがなされていたと思います。また、担
当例会の力の入れようもすさまじく、ビジネ
スマッチング例会や新年互礼会ではかなりの
盛り上がりを見せました。特に互礼会では梶
間会長の大書を担当させていただき、会長の
練習の成果もあり大成功を収めました。ラス
トイヤーの方々も多かったこともあり、非常
に充実した１年でした。YEGの皆様、あり
がとうございました！

土屋　武美

㈱ 晃 祐 堂
取 締 役 社 長

　H2O!に 始 ま り、YEG�
SATISFACTIONまでの７
年間でした。その間、４度
の対外事業…委員会でみん
なと議論し合い、当日無事
開催完了で爽快感を得る…
それが癖になる毎年でした
が（笑）、仲間たちと常に
夢中になって、広島に対す
る想いを「事業」というカ
タチで表現する、その「推
進力」を身に着けることが

できた事こそが、自分自身を大きく成長させ
てくれたと思います。そして何よりも…広島
YEGで、多くの素晴らしい先輩方やかけが
えのない仲間たちとの出会いが自分の大切な
財産となりました。今後の皆さんの活躍と、
広島YEGの更なる躍進を楽しみにしていま
す。７年間、本当にありがとうございました。

勝部　昌利

㈱アンデルセン・パン生活文
化研究所（広島アンデルセン）
外商マネージャー

　仕事の関係により関⻄よ
り広島に移り住み、全く人
脈がなく、全く広島を知ら
ないまま広島YEGに⾶び
込みで入会させていただき
ました。慣れない中、可能
な限り委員会、例会に出席
し続けることで本当に早く
広島の地に馴染むことがで
きたと実感しています。広
島YEG会員の皆様、関係

者の皆様のお陰と深く感謝しております。
様々な業種業界の方々との出会いは多くの繋
がりや経験、そして事業においても得るもの�
が多くありましたし、とても多くの方に公私
ともにお世話になりました。広島YEGで得
た出会いに感謝するばかりです。

鈴木　健士

㈱ファン・テーブル�広島オフィス
専 務 取 締 役

　会員、そしてOB・OGの
先輩方、事務局の皆様、本
当にお世話になりました。
仕事のみでは得難い「経験
や教え」を得ることができ
ました。さらに、生涯を通
じてお付き合いしたいと願
う方々までできたことは、
幸甚の至りでございます。
本当にありがとうございま
す。皆様の、今後のさらな
る発展とご活躍を祈念して
おります。

⻄村　慎吾

⻄村慎吾（勤務先：
ソニー生命保険㈱）
課 長 代 理
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� HIROSHIMA YEG 2020

【令和２年度】　役員及び顧問・特別委員長紹介� Officer  Introduction

三村幸太郎

光 村 暢 純

長榮陽一郎

梶 間 弘 識 新 甲 悟 司 河 野 洋 信

小 川 智 久

西 村 大 司

下 西 祥 平 田 中 孝 幸 中 村 栄 二

山 野 秀 典 米 中 庸 裕

橘 　 義 昭 吉 野 敬 昭

流田聡一郎林 大 一 郎

寺 澤 脩 平庄 子 佳 宏

多 田 　 智下 岸 宏 靖 大 下 修 司

濱 本 利 寿沖 本 道 佳

HYPER LINK委員長

会長

会員交流委員長

直前会長 顧問 ホスピタリティグループ 副会長

新入会員フォローアップ特別委員長

監事

会員向上委員長 中長期ビジョン検討特別委員長 ラストイヤー特別委員長

総務委員長 新入会員交流委員長

会務グループ 副会長 研鑽グループ 副会長

ニューイヤー委員長広報連携委員長

地域交流グループ 副会長ネットワークグループ 副会長

渉外委員長監事 ひろしま地域交流委員長

交流グループ 副会長コミュニケーショングループ 副会長

　2020 年度広島商工会議所青年部会長を務めさせて頂く光村暢純です。
　今年度は「ONE STEP」～一歩先へ仲間と共に進もう～をスローガンに、会員の皆様とたくさんの仲間を作り、一緒に成
長していける一年にしようと思います。
　令和２年、本年度はどういう一年になるのでしょうか。これからの時代は様々な変化に柔軟に対応し成長していくことが
大事です。
　今年度私たちは、今より一歩先へ進むために YEG 活動を通して成長しましょう。その中心は委員会活動です。委員会で一
番身近な会員同士が懇親を深め、一緒に成長していきましょう。
　これから先の時代に対応するために自分自身の知識を高めること（自己研鑽）を目的とし、セミナーや講演会等で自分自
身を高めていきましょう。委員会で真剣に話し合い、様々な意見を交わし、相手を尊重し認め合い、高みを目指し深く繋がっ

た仲間を作りましょう。
　ここで得られる仲間は色々な繋がり（ネットワーク作り）をもた
らします。たくさんの仲間と出会い繋がる事で、私達の仕事にも成
長や変化をもたらします。 また、私たちには単会以外にも多くの仲
間がいます。広島県内だけでなく、全国の YEG にもたくさんの人
がいます。自ら積極的に交流することで、自身の教養を高めるチャ
ンスや新たな事業への可能性（ニュービジネスの創造）があるので
はないでしょうか。ネットワークを広げるという事は、新たな出会
いであり、その出会いの数だけ自身の成長につながると信じており
ます。この一年を楽しみながら皆で成長していきましょう。

光村　暢純
ミツヤ工業株式会社　代表取締役社長

2020年度会長


